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	　ハンブルグ日本人学校では、2022年度より文科省AG＋の研究指定を受け、在外教育施設における探究学習を核とした「総合的な学習の時間」「生活科」の学習の可能性について研究してきました。 　本発表は、これまでの５年間の研究成果を報告するとともに、国際感覚を磨く探究学習の在り方について参加者のみなさまと一緒に考える機会になればと思っています。 　子どもの変化や成長の兆しを捉え教育の質の向上を図り、子どもの成長に還元できるような教育について、ぜひ一緒に学びあいましょう。たくさんのご参加をお待ちしています。
	[講師・赤羽　寿夫先生　プロフィール] ・東京学芸大学教職大学院　元教授 ・東京学芸大学教職大学院において、2019年度からIB機構の認定を受けたIB教員養成を行った。 　また2020年4月から3年をかけ文部科学省委託授業「IBの教育効果に関する調査研究」を行い 　2022年4月に報告書を作成し、広く研究報告を行った。
	場所
	概要（これまでの探究課題）
	報告者
	小１・２年部会
	小１教室
	【１年生】 ・ハンブルグ日本人学校および、そこで働く人や関わっている人 【２年生】 ・Halstenbekの町および、そこに住む人や働く人

	舩坂綾乃　 粕谷久恵
	中村昌子

	小３・５年部会
	小５教室
	【３年生】 ・クルプンダー湖の自然環境および、その自然を保護する人の活動や思いや願い ・白神山地の自然環境を保護する人の活動や思いや願い ・ハンブルクの町や建築物および、その建物に関わる人々の活動や願い 【５年生】 ・ドイツのプファンド制度の仕組みおよび、それに携わる人達の考え方や意見 ・ドイツの文化や歴史（マナーや教会、交通）および、それに関わる人達の活動や 　思いや願い

	渋谷真樹

	小４・６年部会
	垣口浩杜　 丸山圭花
	植野美穂

	中学部会
	多目的室


